
インドと中国にとっての東アジアの大国政治と同盟

　共同研究「東アジアの安全保障秩序」は、研究を分

担する客員研究員の溜和敏（高知県立大学）、林載桓

（青山学院大学）を報告者に迎え、9月18日に公開研

究会を実施した。

　溜和敏は「冷戦終結後インドの対外政策　‒対中関

係を中心に」と題して報告を行った。報告はまず、
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カ年分における記述行数の変化を手がかりに、①米

印原子力協定後にアメリカがさらに存在感を増して

いること、②中国との関係が国境問題の再燃ととも

に2006年頃から全体的に低調であること、③日本

との関係は日本の報道等にみられるほどには上昇傾

向にないことなどを明らかにした。もちろん対外関

係を記述行数によって裏付けることに限界はある

が、同年次報告書は首脳訪問や新しい取り組みなど

を前向きな材料を中心に記載しており、関係性の深

化を図るひとつの物差しになるとされた。

　続けて溜は、対中関係の基本的構図を三つのレベ

ルに分けて検討した。①二カ国間レベルでは、中国は

インドにとって「ほぼ唯一の軍事的脅威」と見なされ

る。インドは中国の投資の受け入れにも慎重だとい

う。②地域レベルでは、上海協力機構などで協力がみ

られるものの、海洋における中国の軍事プレゼンス

への警戒心は強い。③グローバルなレベルでは、国際

秩序の「民主化」の文脈において引き続き協力がみら

れる。三つのレベルで対立と協調がみられるが、イン

ド外交にはイシュー毎に独立性がみられると、溜は

指摘した。

　印米中の大国間政治を取り巻く状況は変わった。

たとえばインド核実験（1998年）後に米中共同歩調

とそれへのインドの焦りがみられ、その後にインド

が対米接近すると中国がインドに接近し印中連携

が深まったように、かつて印米中関係には三角外交

を思わせる力学もみられた。だが、ブッシュ政権期

の米印戦略的連携、印中関係悪化を経て、現在の与

党BJP、主要野党コングレスにはアメリカを念頭に

置いて対中接近を唱える向きは存在しない。たしか

にインド外交の自律性の追求を表現した「非同盟

2.0」という概念はあり、アメリカを明示的な同盟相

手とすることへの抵抗はあるものの、対米関係の重

要性は強く認識されるにいたっている。

佐橋　亮

●シンポジウムテーマ：
　「東アジアビジネスの最新動向－中国・ASEAN・日本－」
◆2017 年 12 月 5 日（火）
第一部 13:00 ～ 14:30
　司会者：秋山　憲治
　　　　　（神奈川大学アジア研究センター所長、神奈川大学経済学部教授）
　報告者：石原　伸志
　　　　　（神奈川大学経済学部非常勤講師、東海大学海洋学部客員教授）
　報告者：範　　文勝
　　　　　（常熟グリーン智能製造技術イノベーションセンター理事長、
　　　　　　 常熱自動車産業園区管理公司　社長）

第二部 14:40 ～ 16：10
　司会者：田中　則仁
　　　　　（神奈川大学入試センター所長、神奈川大学経営学部教授）
　報告者：魚住　和宏
　　　　　（神奈川大学経済学部非常勤講師、SCMソリューションデザイン代表）
　報告者：グェン　ドゥック　ラップ（広島修道大学商学部教授）

●研究グループ：「アジア・オセアニア地域における自然災害の
　　　　　　　　 社会的影響に関する調査研究」
◆2017 年 6 月 30 日（金）
　　「アジア地域における防災技術に関する国際ワークショップ」
　　　　報告者：台湾国立科学大学（教員・大学生）

●研究グループ：「アジア地域におけるサプライチェーン
　　　　　　　　 リスクマネジメントに関する研究」
◆2017 年 11 月 22 日（水）
　　「アジアにおける SCN と価値創造」
　　　　報告者：北京交通大学－神奈川大学

●研究グループ：「東南アジアから西アジアにおける民主化と経済発展」
◆2017 年 6 月 24 日（土）
　報　告：「描かれた外輪船と太平洋認識
　　　　　 ―聖徳記念絵画館所属岩倉大使出図によせて」
　報告者：藤村　是清（客員研究員　神奈川大学人間科学部非常勤講師）

●研究グループ：「東アジアにおける安全保障秩序の変動」
◆2017 年 9 月 19 日（火）
　報告 1：「冷戦終結後インドの対外戦略」
　報告者：溜和敏（客員研究員　高知県立大学文化学部講師 )
　報告 2：第二の外交革命？「リバランス」後の中国外交と「新同盟論」
　報告者：林載桓（客員研究員　青山学院大学国際政治経済学部准教授）

●研究グループ：「東南アジアから西アジアにおける民主化と経済発展」
◆2017 年 11 月 25 日（土）
　報告 1：「中国の「一帯一路」構想をどう捉えるか
　　　　　　 －グローバル化の中で考える－」
　報告者：平川　均（客員研究員 神奈川大学経済学部非常勤講師,
　　　　　　　　　　国士舘大学 21世紀アジア学部教授）
　報告 2：「IMF危機後の韓国型 雇用政策がもたらした社会経済学的影響の考察
　　　　　　 －少子高齢化の現象はなぜ改善されないのか－」
　報告者：内橋　賢悟（客員研究員 神奈川大学経済学部非常勤講師）

●研究グループ：「アジアの水に関する総合的研究」
《国外》
　出張者：内藤　徹雄（客員研究員　経済学部非常勤講師）
　出張先：台湾 
　日　程：2017 年 9 月 4 日 ( 月 ) ～９月 7 日（木）
　目　的：台湾国際学会および台湾企業訪問、台湾交流協会訪問

●研究グループ：「東アジアの国際経済・ビジネスの変還と
　　　　　　　　 現状そして今後の展望」

《国内》　
　出張者：田中　則仁（所員　神奈川大学経営学部教授）
　出張先：沖縄県庁商工労働部、那覇港総合物流センター他
　日　程：2017 年 10 月 6 日（金）～ 10 月 8 日（日）
　目　的：東アジアの国際経済拠点形成での沖縄県の戦略構想調査

《国外》
　出張者：秋山　憲治（所員　経済学部教授）
　出張先：台湾
　日　程：2017 年 9 月 4 日 ( 月 ) ～９月 7 日（木）
　目　的：台湾国際学会および台湾企業訪問、台湾交流協会訪問

●研究グループ：「東アジアにおける東西文明の出会い或いは衝突」
《国内》　
　出張者：中林　広一（所員　神奈川大学外国語学部准教授）
　出張先：北海道大学図書館、北海道立図書館、北海道立文書館
　日　程：2017 年 9 月 27 日（水）～ 9 月 28 日（木）
　目　的：近代東アジアにおける海産物の流通・消費に関わる資料収集

●研究グループ：「アジア地域におけるサプライチェーン
　　　　　　　　 リスクマネジメントに関する研究」

《国内》　
　出張者：中島　健一（所員　神奈川大学工学部教授）
　出張先：Union of Japanese and Engineers（JUSE）
　日　程：2017 年 9 月 7 日（木）
　目　的：The 23rd International Symposium on Quality Function 
　　　　　Deployment  研究発表

《国外》
　出張者：佐藤　公俊（神奈川大学工学部特別助教）
　出張先：M Hotel. Gaoxin Distrixt, Chengdu. China
　日　程：2017 年 8 月 1 日（火）～ 8 月 4 日（金）
　目　的：International Conference on industry 4.0 and production 
　　　　　economics での研究発表
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